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1.当社の説明 



商号    ： 古川電気工業株式会社 
本社    ： 仙台市宮城野区扇町2丁目1-10 
創業    ： 1930年(昭和5年) 4月10日 
資本金  ： 1億円 
年間売上： 約50億円 
従業員  ： 207名 (2013年 5月現在) 
主要営業品目： 
          受配電盤、動力盤、分電盤 

       監視・制御システム、Lon Works システム 
 
建設業関連の届出・許可： 

      電気工事届出票 仙台通商産業局長 第561号 
      建設業法大臣許可 
      国土交通大臣許可（般－22）第9248号 
      電気工事、管工事、機械器具設置工事 

製造拠点 ： 
      仙台工場、船岡工場、札幌工場 

支店・営業所： 
      仙台、盛岡、郡山、宇都宮、東京、横浜、川崎、大阪、札幌 
      システム事業部 
 
URL   ：http://www.furukawa-denki.com/ 
 

1-1.当社の説明 

古川電気工業は、 
受配電・制御システムなどの事業を通じ、 
潤いのあるテクノロジーをもって、 
人々の豊かな暮らしに役立ち、社会に貢献し、 
社会の信頼を得て発展する企業を目指します 

経営理念 

《 本社・仙台工場 》 



古川工業株式会社 
板金加工製作・金属塗装仕上 
動力制御盤、分電盤、監視盤、計装盤類の製作 
所在地：宮城県柴田郡船岡、   資本金：1千万円 

古川エンジニアリング株式会社 
受配電・制御システム関連設置工事・メンテナンス 
所在地：仙台工場 敷地内、    資本金：1千万円 

株式会社古川運輸 
古川グループ製品の輸送 
所在地：仙台市宮城野区扇町、資本金：1千万円 

北海道古川電気工業株式会社 
北海道拠点の受配電・制御システムメーカー 
所在地：札幌市、                    資本金：3千万円 

1-2.当社の説明【関連会社】 

《 北海道古川電気工業株式会社》 

《 古川工業株式会社》 



1-3.当社の実績 
受配電盤 

監視・制御盤 

中央監視システム 太陽光パネル制御（開発中） 

当社は 

受電盤・分電盤・制御盤を自社で生産ができ中央監視（電力制御）を 

一括運用が可能で、様々なお客様のニーズにお応えいたします。 

・八戸火力発電所 
・東京メトロ駅舎 
・横須賀米軍基地 
・中国宝山製鉄所 
・医療関連施設 各所 
・その他 多数 

・東京都庁舎 
・三菱地所殿 新丸ビル 
・キヤノン殿 各事業所 
・富士通㈱殿 各事業所 
・韓国浦項製鉄所 
・国立大学 各所 
・ショッピングセンター各店舗 

納入実績 



協会・海外メンバーとの 
情報交換 

古川電気工業㈱ 

海外LONWORKS® 
製品の販売 

 NIとして 
提案･設計･構築 

東北地区にて 
説明会の実施 

LonMarkｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ 
設計事務所協会 

優
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
安
く
世
の
中
へ
提
供 

LONWORKS® 

システムの普及 

LONWORKS®のPR活動 

理論・デモ・事例で説明 

FAの技術をBAに応用 

海外の様々なアプリケーションに 
対応した製品を日本へ紹介    

2008年12月、ISO（国際標準化
機構）とIEC（国際電気標準
会議）が世界標準として承認。 

1-4.当社の取り組み LON WORKS 

●電力監視及び制御を行い 
オープンなシステムを 
インテグレートする会社です。 



2.農業のIT化について 



2-1農業のIT化によるメリット 

 農業の高齢化や後継者難に対応するとともに、収益の向上を図ることができる。 

 

 

〇効率化、省力化、低コスト化 

〇データ共有化 
 熟練農家の暗黙知を形式知にすることで、イノベーションの前提となる。 

 

 

〇客観化による知財化 
 熟練農家の暗黙知などを客観化することで知的財産として保護できる。 

 
〇職業技術、肥培管理技術等の汎用性の確保 

守りの知財、攻めの知財 

 技術として汎用性を確保することで、新規就農を促進し、今後の高付加価値農業の展開 



3.農地を有効活用する手段として 



3-1.減少する農地 



転用可能 

3-2.農地転用制度 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
複数のスライドが必要になる場合もあります



3-2.農地転用制度【補足資料】 

転用可能 



3-3.再生エネルギーとの融合 



4.ご提案 ITと農業の融合 



4-1 太陽光発電監視システム 

監視・計測データ 
（PLC通信) 光ケーブル(ループ接続) 

ストリングデータ 
（LonWorks) 

  

 ◆太陽光発電監視システムの特徴◆ 

 パワーコンディショナ(以下、PCS)及び受変電設備の監視制御は、PLCで行います。 

 PLCと集中監視設備間はPLC通信(光ループ)を採用致します。 

 複数の通信方法に対応した画面ソフト(SCADA)を採用し、各設備を統合的に管理します。 
 Web対応のSCADAにより、遠隔地での監視が可能です。 
 システムに合った受変電設備(配電盤）を製作します。 

 
  
 

データ収集 
サーバ 
(監視PC) 

気象測定ユニット収納盤 
(オプション) 

気象測定データ 

発電電力 
（AC) 

発電電力 
（DC) 

PLC 
(ﾏｽﾀｰ) 

GW 

GW 

PLC 
(ﾘﾓｰﾄ) 

受変電設備 
パワーコンディショナ パワーコンディショナ 

計測ユニット収納盤 

気温計測センサー 
(オプション) 

日射計 
(オプション) 

監視カメラ 

遠隔監視PC 
またはサーバ 

インターネット 

集中監視設備 

SCADA 

Ethernet(LAN) 

PLC 
(ﾘﾓｰﾄ) 

PLC 
(ﾘﾓｰﾄ) 

SW-HUB 

太陽光モジュール 

可変太陽光パネル（開発中）ひまわり 

転用可能 2種3種農地 

発電効率を10パーセント上げます。 

約10アール 0.1GWで一年間発電した場合1000時間0.1TWｈの電力量を作れます。 

※土地及びシステムの条件
により変わってきます。 

当社では、同一県内の木材を使用して架台は、開発中であります。 

 
  
 

ZAM盤 

ZAM盤 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
複数のスライドが必要になる場合もあります



ご清聴ありがとうございました。 
【お問い合わせ】 
古川電気工業株式会社  
宇佐美 徹 
usami@furukawa-denki.com 
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